

６月１９日、学生会執行部が私、宮原一郎の「考える会」に関る活動に対し、意見する掲示物がありましたので、それに対するコメントを発表します。
2006.06.20.
①：第一に、私たちの持つ、学生総会での議事に関する件の疑問に対して、すばやい対応をしてくださったことに心から感謝します。今後もこのようにやり取りをスピーディーにしていただければ、よりよい学生自治が一日も早く実現できると思うので、期待しております。

②：次に、「以上のような学生自治・サークル活動への管理・統制の強化は、全国の大学においても行われています」という一文が修正し採決した規制反対の決議に入っていたかどうかという意見について。執行部側は「事実認識における違いがある」と述べています。
⇒議事運営していた執行部にはビデオによる記録や総会の書記による記録があると思いますので、もう一度確認をお願いしたいと思っています。

また、「考える会」では引き続きこの件に関して、学生総会に参加したみなさんから、事実がどうであったかを証言してくださる方を募集してゆきます。
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③：『決議内容の修正についてはすでに学生総会の報告として発表した「自治会ニュース」で周知していただけるはずです。また大学当局に提出する公式の決議に線を引くことなど、当然できないことは、理解していただけるはず』と執行部は述べています。

⇒配布された「自治会ニュース」には具体的にどういった内容を修正したかについてはアナウンスされていません。

修正案と原案の間に圧倒的な票差が付いたということを考えれば、このことをアナウンスする必要はあるものだと我々は考えています。また、公式の決議に線を引くことが出来ないのであれば、そのことをなぜ学生総会の場で述べなかったのでしょうか。学生会の最高決議機関である学生総会で決定したことを最大限尊重するのが執行部の正しいあり方であり、最低限の責任であると思っています。
　

　④：そして、『宮原君は、「大学当局の規制強化反対」と言いながら、なぜこのような事柄にことさら固執するのでしょうか？大学当局の学内ポスター規制や大学祭への規制、値上げなど、重大な問題で、学生の反対の意志をどう実現するべきなのか、今このことが私たち一人ひとりに問われています。この本質的で緊急の課題からまったく外れたところで意見が出されていることに、私たちは強い危惧を感じます。』という意見について。

　⇒「大学当局の規制強化反対」というのは、私自身が修正案に賛成した点についておっしゃっているのでしょうか。私個人の意見としては、過去のブログ記事にもあるように、大学側の規制にはいい面と悪い面があると考えています。そういう立場の上で、執行部が提出した原案よりも、勇気をもって提案された修正案がよりよいものであると判断して、修正案に賛成しました。このように、学生には様々な意見があると思っています。にもかかわらず、執行部は一方的に考え方を押し付けるような姿勢をとっていて、学生の意見を聞く場をもつ努力をしているようには到底思えません。そういった考えからこの「考える会」を立ち上げたのです。
　我々は学生の声をまとめる役割を担う学生会が、学生総会での決議に何の合意もなく手を加えたことを問題視しています。学生会がいうところの「学生の反対の意志」がどのようなもので、そのために何が必要なのかを明らかにするのが何よりも大事だと考えているので、本質の議論と外れたものであるとは我々はまったく考えていません。
自治会のあり方を考える会

http://20060615.seesaa.net　　　　　　

（過去の掲示物はすべてこちらでご覧になれます。）　　　　　
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